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 本校の機械電子工学科では、実験器具の保管場所が分かりづらく、学生が教員に問い合わせる必要があ

る状況が課題となっている。これを解決するために、音声対話システムを導入して、実験器具の保管場所

や仕様を案内できるシステムの構築を検討する。 
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１． 背 景 

本校の機械電子工学科では、実験科目において

様々な実験器具を使用する。実験室には実験器具

の配置表も設置されているが、実際の配置とは大

きく異なっている部分が散見される。それらのこ

とから、新入生はもちろん、初めて扱う実験器具の

場合などにおいては、学生はその都度、実験器具の

保管場所等を教員に尋ねるしか方法が無いのが現

状である。これらの課題を解決するために、実験器

具の保管場所やその簡単な仕様を対話型で案内し

てくれるシステムを導入することが望ましいが、

導入された事例はない。 

そこで本研究では、本校の実験室内の実験器具

の保管場所やその仕様の案内に特化した、誰でも

簡単に使用できる音声対話システムの構築を検討

する。このことにより、教員と学生の負担を軽減す

るとともに、実験器具の正しい場所を示すことで

実験を円滑に進める手助けをすることを目的とす

る。 

 

２．方 法 

本研究では一般的なノートパソコンでの運用を

想定し、名古屋工業大学の研究成果である

MMDAgent-EX を選定した[1]。MMDAgent-EX には、

音声認識エンジンである Julius[2]と音声合成ソ

フトの Open JTalk[3]が組み込まれており、インス

トールした時点で最低限の音声対話が可能である。

また、対話文のファイルと辞書ファイルを自身で

編集することにより新しい単語や対話文の追加が

可能であり、本システムの完成後に実験器具の入

れ替えや追加などがあった場合でも対応可能であ

る。 

 

３．システムの構築 

まずは、今回の目的達成のために実験器具の場

所、実験レポートで記入することが多い実験器具

の型番とその実験器具についての概要をリストア

ップした。また、実験器具の名称など新たに登録す

る必要のある単語についてもリスト化した。表 1

に新規登録単語の一例を示す。 

 

表１ 新規に登録が必要な単語の例 

 

 

 

図１ 辞書ファイルに登録した単語の例 

 

 

 

 

単語 単語の読み

直流安定化電源 ty o k u ry u a N t e i k a d e N g e N

両電源 ry o: d e N g e N

オシロスコープ o sh i r o s k o: p u

シグナルジェネレータ sh i g u n a ru j e n e r e: t a

電源コード d e N g e N k o: d o

プローブ p u r o: b u

PH03 大学コンソーシアム八王子第16回学生発表会



表２ 対話文の例

 

 

 

図 2 設定ファイルに登録した対話文の例 

 

次に、質問文と応答文からなる対話文の案を作

成した。表 2 に対話文の一例を示す。 

次いで、表 1 で検討した単語とその読みについ

てと、表２で検討した質問文と応答文をそれぞれ

辞書ファイルと設定ファイルに追加登録を行っ

た。図１と図 2 にその例を示す。 

最後にシステムの簡単な動作確認を実施した。

その際に、周囲の雑音を多く拾っていることが判

明した。そのため試験的にノイズキャンセリング

ソフト[2]を導入したところ、雑音をうまく抑え

ることができることを確認した。 

 

４．結 論 

 本研究では、本校の実験室内の実験器具の保管

場所やその仕様の案内が行える音声対話システム

の構築を行った。 

５．今後の予定 

今後は、対話文を MMDAgent-EXにセットした後、

実際に使用する場面を想定しながら評価試験を実

施する予定である。 
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質問文 応答文

直流安定化電源、どこ 1番と2番の棚の中にあります。

直流安定化電源、なに
実験で使用する回路に直流かつ安定した電源を供給する装
置です。DC電源などとも呼ばれています。

直流安定化電源、型番
KENWOOD社のPA-18-2AかTEXIO社のPA18-2B、PR18-4Aのどち
らかです。

両電源、どこ 3番の棚の中にあります。

両電源、なに
プラス(正)とマイナス(負)の電圧を出力できる電源です。
主にオペアンプの実験で使用します。

両電源、型番 TEXIO社のPW18-3ADです。

オシロスコープ、どこ 3番と４番の棚の中にあります。

オシロスコープ、なに
時間ともに変化する電気信号を測定し、結果を波形として
出力する計測器です。MEの実験でよく使う計測器です。

オシロスコープ、型番 Tektronix社のTBS 1052Bです。
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